Chemistry by 高橋 康丈 et al.
化学 
Chemistry 
 
教 授 高橋 康丈 Yasutake Takahashi 
教授（前） 広上 俊一 Shun-ichi Hirokami  
助教授 杉森  保 Tamotsu Sugimori 
教務職員 角田 広子 Hiroko Kakuda 
 
◆ 研究概要 
高橋康丈：有機および生物有機光化学反応の中間体に関する研究． 
杉森 保：新規機能性フタロシアニン錯体の合成と特性化． 
角田広子：超原子価ヨウ素化合物による分子内アミノ環化反応の開発とその応用． 
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